




熊
野
筆
の
起
こ
り
は
、
今
か
ら
約
盲
六
十
年
前
に
相
当
す
る
天
保
元
年
ご
ろ
、
 
 

天
涯
無
宿
の
一
介
人
が
突
然
漂
浪
し
て
熊
野
に
た
ど
り
着
い
た
。
 
 

村
に
足
を
留
め
た
同
人
は
、
偶
ま
毛
筆
製
造
す
る
技
術
を
心
得
て
い
た
と
見
え
生
 
 

業
と
し
て
徴
に
営
ん
で
い
た
。
 
 
 

ま
た
、
一
説
に
は
「
天
保
二
年
頃
、
安
芸
郡
熊
野
村
の
『
畑
の
よ
』
ナ
ル
者
、
 
 

筑
前
博
多
に
出
稼
、
同
所
毛
筆
製
造
者
久
作
ナ
ル
モ
ノ
ト
夫
婦
ト
ナ
リ
帰
郷
の
上
 
 

本
業
ヲ
創
始
セ
シ
カ
両
人
死
没
後
再
興
者
ナ
ク
中
絶
ノ
姿
ナ
リ
シ
モ
天
保
四
年
、
 
 

五
年
頃
、
同
村
孫
出
（
孫
井
田
）
才
兵
衛
ナ
ル
モ
ノ
広
島
ヨ
リ
吉
田
酒
蔵
ヲ
伴
ヒ
 
 

帰
り
本
業
ヲ
起
シ
亜
テ
若
鳥
常
太
郎
、
胤
森
仁
三
郎
ナ
ル
モ
ノ
奈
良
二
於
テ
伝
習
 
 

ヲ
受
ケ
帰
り
本
業
ヲ
営
メ
ル
ニ
至
り
爾
来
漸
次
普
及
発
展
シ
分
業
ト
シ
テ
之
力
製
 
 

造
二
従
事
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
 
 
 

目
下
其
ノ
従
事
戸
数
千
三
盲
従
菓
人
草
二
千
余
ラ
算
シ
其
ノ
製
品
ハ
内
地
ハ
勿
 
 

論
遺
ク
満
朝
地
方
及
ヒ
台
湾
其
ノ
他
支
那
内
地
二
及
ヒ
益
々
販
路
拡
張
シ
従
ツ
テ
 
 

製
造
高
モ
年
々
増
加
シ
ツ
ツ
ア
リ
」
 
 
 

こ
の
記
録
は
、
広
島
県
内
務
部
が
大
正
八
年
に
調
査
し
た
「
広
島
県
副
業
状
態
 
 

ふ
る
さ
と
熊
野
 
 

筆
道
資
料
の
探
訪
 
 

熊
野
筆
濫
暢
の
記
（
こ
 
 

中
島
屋
 
 
孫
井
田
才
兵
衛
 
 

調
査
書
」
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
資
料
提
供
、
久
保
井
宏
和
氏
）
 
 
 

本
町
の
毛
筆
界
に
お
け
る
中
興
の
祖
は
、
前
記
の
孫
井
田
才
兵
衛
で
す
。
彼
が
 
 

久
作
夫
婦
の
死
没
後
一
時
中
絶
し
て
い
た
熊
野
筆
発
展
の
気
運
に
向
か
う
ペ
き
導
 
 

火
線
を
引
い
た
男
で
す
。
 
 
 

彼
が
、
斯
業
に
従
事
す
る
や
其
の
熱
心
と
技
術
の
錬
磨
毛
筆
の
改
善
を
つ
く
し
 
 

斯
業
発
展
に
百
方
活
動
を
開
始
す
る
と
同
時
に
隣
国
に
行
商
を
試
み
た
。
 
 

や
が
て
、
尾
道
に
行
っ
た
際
」
毛
筆
職
工
に
な
る
こ
と
を
熱
心
に
希
望
す
一
人
の
 
 

弟
子
を
伴
れ
戻
っ
て
伝
授
し
た
り
し
た
。
 
 
 

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
広
島
藩
士
、
野
崎
七
右
衛
門
は
、
才
兵
衛
の
気
骨
に
 
 

感
激
し
御
分
高
五
十
石
の
給
庄
屋
に
任
命
し
て
そ
の
営
業
に
助
力
し
た
と
云
い
ま
 
 

す
。
 
 

記
録
に
依
れ
ば
才
兵
衛
は
、
別
名
孫
井
田
庄
次
郎
と
も
香
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
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往
来
手
形
之
事
 
 芸

州
安
芸
郡
熊
野
村
百
姓
 
 

才
兵
衛
 
 

一
、
 
右
之
者
此
度
為
売
事
所
々
江
 
 

罷
越
申
候
間
 
 
国
々
 
 

御
関
所
無
相
通
御
通
可
披
下
候
 
 

往
 
 

来
 
 

一
、
 
芸
州
安
芸
郡
熊
野
村
 
 

中
嶋
屋
 
才
兵
衛
 
 
弟
 
 

嘉
右
衛
門
 
 

右
之
者
為
墨
筆
商
哲
九
州
表
江
 
 

罷
下
り
申
候
尤
宗
門
之
儀
者
代
々
浄
土
宗
二
 
 

紛
無
御
座
候
海
陸
御
関
所
無
異
儀
御
通
 
 

可
被
下
僕
依
而
往
来
一
札
如
件
 
 

天
保
五
年
 
 

庄
屋
 
 

午
三
月
 
 
佐
々
木
千
兵
衛
 
印
 
 

国
々
所
々
 
 

若
行
暮
候
節
ハ
 
 

可
被
下
候
為
其
 
 

所  御御々   

番関  

村所所  

町 御  

役 人  
衆  
中  

御
 
役
 
 
 

同
国
同
郡
 
 

弘
化
二
年
 
 

己
正
月
 
 

宿
被
仰
付
 
 

札
如
件
 
 

同
村
 
庄
屋
 
 

祖
平
次
 
印
 
 

毛
筆
商
、
二
百
九
十
五
戸
、
分
業
的
に
従
事
す
る
数
を
加
え
る
と
同
町
全
戸
数
、
 
 

一
千
三
百
四
十
戸
の
内
少
し
も
筆
の
仕
事
に
従
事
せ
ぬ
四
十
二
戸
を
除
い
た
都
合
 
 

千
二
百
七
十
八
戸
で
あ
る
。
 
 

有
馬
は
、
勿
論
の
こ
と
東
京
、
大
阪
其
他
を
も
遥
か
に
凌
駕
し
全
国
第
一
の
隆
盛
 
 

で
あ
る
。
 
 

熊
野
筆
の
濫
賜
か
ら
振
興
、
発
展
と
尽
力
し
た
庄
次
朗
は
、
安
政
三
年
丙
辰
七
 
 

月
に
病
没
し
て
い
ま
す
が
其
の
遺
業
は
、
永
久
に
消
え
る
事
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

大
正
七
年
十
月
一
日
、
熊
野
町
制
施
行
当
日
の
芸
備
日
日
新
聞
の
記
事
に
因
に
 
 

熊
野
毛
筆
の
一
簡
年
間
の
製
造
高
は
、
 
 

大
正
六
年
、
 
五
千
八
百
七
十
八
万
本
 
代
価
五
十
二
万
九
千
円
 
 
 

轟
永
年
問
、
 
 

明
治
元
年
、
 
 

（
実
際
は
三
割
増
）
 
 

十
五
万
本
 
代
価
壱
万
二
千
円
 
 

千
本
 
代
価
三
十
円
 
 

三
千
百
八
十
四
名
 
 

職
工
 
 
 

十
名
 
 
 

職
工
 
 

八
十
名
 
 
 

職
工
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熊
野
筆
の
誕
生
に
は
、
孫
井
田
才
兵
衛
と
共
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
人
物
に
住
尾
 
 

長
兵
衛
が
居
ま
す
。
 
 

長
兵
衛
の
出
自
は
、
安
芸
郡
熊
野
村
出
来
庭
で
彼
の
書
記
し
た
旧
記
帳
に
依
れ
ば
 
 

一
、
寛
政
七
年
 
冬
よ
り
父
長
蔵
に
附
い
て
初
め
て
九
州
豊
後
方
面
へ
墨
筆
行
 
 

商
に
行
く
 
 

同
 
十
年
 
都
城
下
の
卯
市
屋
五
郎
右
衛
門
か
ら
の
墨
筆
仕
入
を
大
阪
、
 
 

有
馬
、
奈
良
、
と
上
方
よ
り
の
直
接
仕
入
に
変
更
し
た
と
あ
り
ま
す
。
 
 

弐
拾
四
歳
女
房
を
持
、
此
女
当
庭
の
高
橋
玄
徳
と
申
す
医
師
の
三
女
「
み
 
 

わ
」
今
年
廿
歳
 
玄
徳
の
父
、
作
十
朗
、
児
は
千
右
衛
門
、
共
に
庄
屋
約
 
 

致
す
。
 
 

文
政
十
三
年
（
天
保
元
年
）
三
月
 
広
島
藩
は
、
沼
田
郡
 
 
 

新
庄
村
（
広
島
市
酉
区
三
滝
町
二
丁
目
）
に
製
塁
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
 
 

こ
れ
が
所
謂
、
新
庄
墨
の
製
造
で
あ
る
が
「
墨
製
御
所
」
と
い
う
広
島
薄
の
製
墨
 
 

所
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
の
は
丁
度
こ
の
時
期
で
す
。
 
 

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
極
月
廿
八
日
 
御
材
木
場
御
役
所
ニ
テ
 
 

ふ
る
さ
と
熊
野
 
 

筆
遺
賢
料
の
探
訪
 
 

熊
野
筆
濫
暢
の
記
（
二
）
 
 

住
屋
 
 
長
 
兵
 
衛
 
 

一
．
、
銀
八
拾
目
「
製
墨
方
」
 
御
用
聞
貞
右
衛
門
（
長
兵
衛
）
右
製
墨
方
御
用
 
 

向
年
来
心
掛
厚
別
方
之
儀
 
 

商
人
共
江
示
方
宜
万
端
出
精
い
た
し
候
付
御
褒
美
被
下
之
 
 

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
九
月
七
日
 
熊
野
村
与
頭
同
格
 
 

住
足
長
兵
衛
は
、
晩
年
名
前
を
貞
右
衛
門
と
改
め
て
い
ま
す
。
 
 
 

住
慶
長
兵
衛
が
御
国
製
墨
（
新
圧
塁
）
売
捌
取
次
筆
頭
に
な
っ
た
頃
か
ら
熊
野
 
 

村
で
の
芸
州
筆
製
造
を
計
画
し
た
ら
し
く
天
保
五
年
に
は
、
妻
の
親
戚
筋
に
当
た
 
 

る
佐
々
木
為
次
を
有
馬
に
「
筆
作
習
得
」
の
た
め
派
遣
し
て
い
ま
す
。
 
 

長
兵
衛
こ
そ
熊
野
筆
創
業
の
知
ら
れ
ざ
る
か
く
れ
た
功
労
者
で
す
。
 
 
 

天
保
九
成
年
十
月
 
子
孫
繁
昌
、
名
跡
の
永
続
を
願
っ
て
京
都
か
ら
正
一
位
稲
 
 
 

「
御
国
製
墨
売
捌
取
次
被
仰
付
候
（
此
時
庄
屋
千
兵
衛
殿
謹
文
方
、
筆
頭
予
、
 
 

次
二
貞
ニ
、
又
勘
三
郎
）
 
 

製
墨
方
御
役
所
ニ
テ
 
 

天
保
八
年
四
月
十
八
日
 
 

一
、
御
褒
美
積
載
載
ク
 
廻
勤
さ
し
づ
 
 

吟
味
役
 
 

御
歩
行
 
 
 

同
 
 

張
 
 
本
 
 

定
語
番
組
 
 
 

同
 
 
 

同
 
 

勘
定
奉
行
 
 

阿
部
半
左
衛
門
 
様
 
 

三
宅
平
左
衛
門
 
様
 
 

植
田
 
小
三
郎
 
様
 
 

宗
東
 
金
三
郎
 
様
 
 

矢
口
八
左
衛
門
 
様
 
 

伊
藤
 
清
三
郎
株
 
 

高
橋
 
儀
三
 
様
 
 

松
村
 
文
之
助
 
様
 
 

野
田
吉
右
衛
門
 
様
 
 



長
兵
衛
こ
と
世
良
貞
右
衛
門
は
、
著
名
な
文
化
人
で
も
あ
り
嘉
永
五
年
に
当
村
 
 

用
所
で
控
写
し
た
（
文
化
十
二
年
）
安
芸
郡
熊
野
村
差
出
帳
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

ま
た
榊
山
神
社
拝
殿
の
狂
歌
奉
献
額
に
は
「
堀
川
院
太
郎
百
題
」
大
椿
堂
、
気
 
 

楽
稿
と
あ
り
ま
す
。
 
 

末
尾
に
「
栗
本
軒
貞
沌
」
維
時
宗
永
五
王
子
暮
春
吉
祥
日
と
記
し
て
あ
り
之
の
額
 
 

が
貞
右
衛
門
七
十
二
歳
の
時
に
掲
げ
ら
れ
た
奉
献
額
と
知
れ
ま
す
。
 
 

栗
本
軒
貞
沌
は
、
狂
歌
で
有
名
な
芥
川
貞
佐
の
高
弟
で
あ
り
大
椿
堂
気
楽
斎
こ
と
 
 

住
屋
貞
右
衛
門
は
、
そ
の
ま
た
弟
子
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 
 
 

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
極
月
廿
日
 
 

貞
右
衛
門
 
没
 
 
 

荷
大
明
神
を
太
央
に
勧
請
し
た
。
 
 

毛
筆
元
祖
 
佐
々
木
為
次
先
生
碑
 
 
 

佐
々
木
為
次
先
生
ハ
文
政
五
年
九
月
四
日
屋
号
城
之
堀
 
 
 

事
佐
々
木
家
二
生
ル
天
保
五
年
十
三
才
 
有
馬
二
行
キ
毛
筆
 
 
 

製
造
之
技
ヲ
習
得
同
九
年
十
七
才
ニ
シ
テ
 
本
村
二
帰
郷
 
 
 

而
シ
テ
村
民
に
此
ノ
技
ヲ
教
へ
拡
メ
一
生
ヲ
終
ル
 
 
 

時
明
治
七
年
一
月
 
行
年
六
十
三
才
 
 

昭
和
六
年
一
月
 
 

門
人
 
向
殿
嘉
右
衛
門
建
之
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熊
野
町
の
主
要
物
産
で
あ
る
筆
の
製
造
は
天
保
初
年
の
頃
に
創
ま
り
爾
来
、
時
 
 

に
盛
衰
は
あ
っ
た
が
常
に
全
国
に
商
工
移
出
し
芸
州
筆
と
し
て
そ
の
眞
価
を
認
め
 
 

ら
れ
て
来
ま
し
た
。
 
 

町
の
毛
筆
製
造
販
哲
業
者
等
は
明
治
二
十
七
年
頃
、
同
町
の
象
徴
で
あ
る
「
筆
の
 
 

碑
」
を
建
設
す
る
計
画
が
あ
っ
た
が
そ
の
当
時
、
日
清
戦
争
の
余
波
を
蒙
っ
て
遂
 
 

に
完
成
し
な
か
っ
た
。
 
 

其
後
十
箇
年
を
過
ぎ
た
同
t
ニ
十
七
年
に
至
り
但
馬
国
城
崎
の
「
筆
世
界
主
筆
」
堀
 
 

江
但
城
氏
が
熊
野
筆
視
察
の
為
に
釆
熊
そ
の
際
「
斯
く
の
如
く
堅
実
に
発
展
せ
し
 
 

毛
筆
業
な
る
に
何
故
未
だ
碑
の
建
設
を
な
さ
ぎ
る
や
寛
に
遺
憾
千
万
な
り
」
と
言
 
 

ひ
単
身
折
当
持
に
て
附
近
の
山
間
に
分
入
り
数
日
を
経
て
漸
く
適
当
の
石
を
発
見
 
 

す
。
 
 

た
ま
た
 
 

同
氏
は
白
か
ら
人
夫
を
使
役
し
五
十
余
円
を
投
じ
て
之
を
運
び
出
せ
し
が
偶
ま
日
 
 

露
戦
争
起
り
し
為
再
び
頓
挫
し
爾
来
打
続
き
殆
ど
立
消
と
な
っ
た
。
 
 
 

然
る
に
昨
大
正
六
年
の
春
、
建
碑
の
事
が
又
も
一
部
人
士
の
話
題
に
上
り
之
が
 
 

動
桟
と
な
っ
て
人
気
甚
だ
し
く
昂
上
し
費
用
に
は
公
費
を
支
出
す
る
も
差
支
な
し
 
 

と
迄
運
び
し
が
却
っ
て
計
画
遂
行
上
に
幾
分
の
弊
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
に
 
 

付
、
同
業
者
一
統
よ
り
酸
金
す
る
事
に
決
し
同
年
八
月
十
七
日
建
碑
委
員
等
は
候
 
 

補
地
の
同
町
榊
山
神
社
の
境
内
を
検
分
し
或
は
数
回
其
協
議
会
を
開
き
し
等
事
案
 
 

ふ
る
さ
と
熊
野
 
 

筆
道
資
料
の
探
訪
 
 

芸
州
筆
と
そ
の
功
労
者
碑
 
 

は
弥
具
体
的
に
進
捗
し
て
い
っ
た
。
 
 

而
し
て
今
日
ま
で
尚
、
砕
の
建
設
さ
れ
な
い
理
由
は
此
の
碑
面
に
刻
む
べ
き
熊
野
 
 

筆
に
功
績
の
あ
っ
た
人
物
の
調
査
に
時
日
を
要
す
る
次
第
で
才
兵
衛
こ
と
孫
井
田
 
 

庄
次
郎
氏
は
既
に
碑
面
に
刻
ま
る
ペ
く
決
定
し
て
居
る
も
其
他
、
約
四
名
の
偉
勲
 
 

者
選
択
に
閲
し
種
々
異
論
も
あ
り
目
下
調
査
中
で
あ
る
と
の
事
で
す
。
 
 

（
熊
野
町
制
施
行
日
 
大
正
七
年
十
月
一
日
）
 
 

芸
僻
目
日
新
聞
 
 

モ
は
 
 
 

熊
野
町
榊
山
神
杜
境
内
の
大
杉
側
に
次
の
右
横
が
あ
り
ま
す
。
 
 

文
化
八
年
辛
未
開
二
月
吉
日
 
当
村
呉
地
庭
 
 

奉
寄
進
石
階
 
願
主
 
孫
井
田
庄
次
郎
 
 

之
が
中
島
屋
才
兵
衛
こ
と
孫
井
田
圧
次
郎
で
八
幡
社
の
九
十
九
段
石
階
が
彼
の
寄
 
 

進
し
た
も
の
で
あ
る
事
を
知
る
事
が
出
来
ま
す
。
 
 

石
段
を
登
っ
て
正
面
の
玉
垣
左
右
に
次
の
様
な
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
（
玉
垣
は
熊
 
 

野
町
重
要
文
化
財
申
請
中
）
 
 
 

右
 
 

奉
献
願
主
 
 
孫
居
田
正
三
郎
 
 

安
政
六
巳
末
 
九
月
吉
辰
 
 

左
 
 

奉
献
願
主
 
 
渡
辺
 
勘
三
郎
 
 

安
政
六
年
 
九
月
吉
祥
日
 
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 
 

孫
井
田
（
藤
井
）
庄
次
郎
は
安
政
三
年
辰
七
月
十
八
日
、
死
去
し
て
い
ま
す
か
ら
 
 

右
正
三
郎
は
孫
井
田
の
二
代
目
に
当
た
り
ま
す
。
 
 
 

芸
州
筆
の
功
労
者
と
し
て
筆
碑
の
面
に
刻
ま
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
庄
次
郎
他
四
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名
は
果
し
て
誰
が
候
補
者
で
あ
っ
た
の
か
七
十
余
年
絶
っ
た
現
在
で
は
知
る
由
も
 
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 
 
 

左
渡
辺
勘
三
郎
は
住
屋
貞
右
衛
門
と
共
に
薄
か
ら
国
産
、
新
庄
墨
の
費
捌
方
を
 
 

命
ぜ
ら
れ
た
勒
三
郎
（
半
田
）
と
思
わ
れ
ま
す
。
 
 
 

昭
和
二
十
二
年
、
熊
野
町
商
工
会
の
名
に
於
て
毛
筆
元
祖
盛
徳
碑
が
設
置
さ
れ
 
 

た
が
そ
の
頃
に
は
先
の
芸
州
筆
功
労
者
砕
計
画
は
忘
れ
去
ら
れ
、
決
定
し
て
い
た
 
 

孫
井
田
庄
次
郎
も
熊
野
筆
の
恩
人
で
あ
る
住
屋
貞
右
衛
門
の
名
も
碑
面
に
刻
ま
れ
 
 

ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 
 



榊
山
神
社
は
、
明
治
の
初
め
ま
で
は
大
宮
八
幡
宮
と
い
っ
た
。
 
 

正
徳
五
年
火
災
に
あ
い
伝
来
の
宝
物
、
古
文
書
を
焼
失
し
た
。
．
 
 
 

享
保
六
年
（
一
七
二
こ
四
月
当
国
の
大
守
松
平
安
芸
守
吉
長
の
免
許
を
受
け
 
 

用
材
を
下
賜
せ
ら
れ
、
同
九
年
十
一
月
約
三
歳
半
を
費
や
し
て
神
殿
が
再
建
さ
れ
 
 

ま
し
た
。
 
 

ふ
る
さ
と
熊
野
 
 

華
道
資
料
の
探
訪
 
 
 

享
保
九
甲
辰
歳
 
 

御
本
社
御
殿
再
興
 
 

大
工
 
大
阪
 
 

庄
屋
 
萩
原
 
 

享
保
九
（
一
七
二
四
）
甲
辰
九
月
 
 

石
燈
籠
 
ニ
ッ
 
 

享
保
九
甲
辰
九
月
 
 

右
手
水
鉢
 
 

（
再
掲
）
 
 

榊
山
神
社
の
石
造
遺
物
と
玉
垣
錆
文
 
 

安
政
六
（
一
八
五
九
）
巳
末
九
月
吉
辰
 
 
 

一
ツ
 
 

奉
献
願
主
 
 

当
社
 
 神

主
 
梶
山
甚
大
夫
 
 

宮
屋
六
良
兵
衛
 
 

馬
々
新
右
衛
門
 
 

願
主
 
萩
原
庭
馬
々
 
 

宗
像
斯
右
衛
門
 
 

願
主
 
紺
屋
垣
内
 
 

太
良
右
衛
門
 
 

孫
居
田
正
三
朗
 
 

奉
献
願
主
 
 

安
政
六
年
 
末
 
九
月
吉
祥
日
 
 

有 有 有 大 有 大 大 奈 広 広 尾  
馬 馬 馬 阪 馬 阪 阪 良 島 村 道  

渡
辺
玄
正
 
 

隼
田
源
兵
衛
 
 

東
屋
半
次
良
 
 

有
田
産
庄
三
朗
 
 

今
田
屋
弥
助
 
 

秋
田
産
小
兵
衛
 
 

楠
本
利
兵
衛
 
 

菱
屋
与
三
兵
衛
 
 

灰
吹
屋
弥
右
衛
門
 
 

信
濃
屋
善
助
 
 

一
文
字
屋
与
平
 
 

小
田
原
屋
庄
三
朗
 
 

江
戸
屋
久
兵
衛
 
 

渡
辺
勘
三
朗
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熊
野
村
に
於
け
る
毛
筆
の
生
産
は
、
頒
徳
碑
の
弘
化
頃
よ
り
早
く
天
保
五
年
頃
と
 
 

考
え
ら
れ
安
政
年
間
に
は
確
実
に
芸
州
筆
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
 
 
 

毛
筆
元
祖
頒
徳
碑
 
 
 

筆
と
い
へ
は
熊
野
を
思
ひ
熊
野
と
い
へ
は
筆
を
想
ふ
熊
野
筆
の
声
価
は
実
に
天
 
 

下
に
冠
た
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

抑
熊
野
筆
の
由
来
は
弘
化
（
一
八
四
四
）
の
頃
、
広
島
市
研
屋
町
に
浅
野
家
御
 
 

用
軍
司
に
吉
田
清
蔵
な
る
人
が
あ
っ
た
。
 
 

時
に
井
上
治
平
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
製
革
の
法
を
学
び
又
同
じ
頃
、
乙
丸
常
太
も
 
 

摂
津
の
有
馬
か
ら
製
筆
の
法
を
修
得
し
何
れ
も
帰
郷
し
て
村
人
達
に
こ
れ
を
伝
へ
 
 

た
の
が
そ
の
起
こ
り
で
あ
る
。
 
 

山
間
で
自
給
自
足
の
出
来
な
か
っ
た
一
寒
村
は
爾
来
農
耕
の
か
た
は
ら
こ
の
副
莫
 
 

に
励
ん
だ
。
 
 

こ
の
結
果
熊
野
筆
の
名
は
漸
次
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
遂
に
現
在
で
は
、
全
国
 
 

毛
筆
製
産
額
の
八
割
を
占
め
る
盛
況
を
呈
し
そ
の
品
質
も
亦
著
し
く
向
上
し
て
所
 
 

謂
、
東
京
筆
を
凌
駕
す
る
優
秀
品
を
出
す
ま
で
に
進
歩
し
、
道
の
大
家
の
絶
賛
を
 
 

博
す
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 
 

こ
れ
は
全
く
井
上
、
乙
丸
両
氏
の
功
に
拠
る
も
の
で
時
恰
も
熊
野
筆
発
生
後
百
 
 

年
に
当
た
る
の
で
郷
民
相
謀
り
其
の
俸
禄
を
頒
へ
そ
の
功
績
を
永
く
後
崖
に
伝
え
 
 

る
た
め
の
熊
野
町
商
工
会
の
名
に
於
い
て
こ
の
碑
を
建
て
た
。
 
 

昭
和
二
十
二
年
八
月
之
吉
 
 

桂
園
 
 
井
上
政
雄
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